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青年・若者への社会的インターンシップを実践する市民活動団体等への助成支援 

・若者の社会的インターンシップにおける活動支援金の助成事業 
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■基本情報 

 □概要   

これからの未来を創造する若者や子どもたちには、地域や自然の中で感じる力、人と関

わり合う力を育む体験が必要です。本活動助成では、自らがそれらのチカラを育みたい

と思う意欲的な若者の社会的インターンシップを推進する団体等を支援します。年間 3

件程度、交通費等全体上限 20 万円を、公益性を有し利益を追求しない非営利法人に助成

しました。 

□助成件数   

ＮＰＯ法人ねおす  参加者延べ人数 95 人（2015 年 3 月 31 日現在） 

ＮＰＯ法人 ezorock 参加者延べ人数 38 人（2015 年 3 月 31 日現在） 

□助成期間 

平成 26 年 4 月 7 日～平成 27 年 3 月 31 日 

□活動場所 

札幌市内、中国上海、七飯町 

□助成金総額  

217,630 円（2015 年 3 月 31 日現在）  

ＮＰＯ法人ねおす 183,000円：「ここいく」63,000円、「海外研修」120,000円 

ＮＰＯ法人 ezorock 34,630 円 

 

■助成成果（助成団体からの声） 

・ＮＰＯ法人ねおす 

「ここいく」 

札幌市内で小学生に関わる活動に恒常的に参加したい大学生 2 名の意向に沿う形で受け入

れた。活動には段階を踏んで、ステップアップをしていけるような環境を整えた。子ども

と関わることになれるという目標であれば、カウンセラー（子どもと一緒に遊ぶ人）の役

割を与えて、子どもとの関わり方・接し方について学んだ。回数を重ねるごとに、アクテ

ィビティの仕切り、一つのプログラムを進めるディレクターの役割を与えて、人前での話

し方や伝え方、立ち振る舞いや自然についての知識も学んだ。また、マネジメントの部分

では事前準備やカメラでの写真撮影、事後の子どもの様子の記入、ブログ発信なども経験

し、プログラム運営ノウハウについて学んだ。活動における自己分析や目標設定をし、ま

た、他の子どもの活動でも興味のある大学生を連れてきて、現場に足を運ぶこともあり、

概ね主体的に取り組む機会を提供できたといえる。この活動は他の人材育成事業のＯＪＴ

や大学の実習生も受け入れている。この活動はその人たちとの関わりの中で、コミュニケ

ーションスキル（礼儀やマナーも含める）も身に付けていけるいい機会なので、その点も

今後の受入で生かしていきたい。 
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 「海外研修」 

 中国の NPO や NGO の団体や個人と交流して、環境分野の見聞を広げたいという 2 名

の大学生の意向に沿う形で受け入れた。1 名は中国語ができるので、フォーラムでは通

訳を務めてもらった。環境分野に関して専門的な知識がないことや通訳をするという

ことが初めてのことだったので、相当苦労していたが、十分役割を果たしてくれた。

大理のツアーでは現地の人とのやりとりを積極的に行ってくれて、日本人の参加者に

とって心強い印象を与えていた。彼はねおすの他の活動（子ども、旭岳）にも参加し

ており、概ね主体的に取り組む機会を提供できたといえる。もう１名はフォーラムで

は積極的に自分の考えや意見を発表する場面が見られた。環境分野に関して専門的な

知識がないことや中国語の語学能力がなかったので相当苦労していたが、中国の熱気

を肌で感じてくれた。このフォーラムを通じて、自分自身の課題や今後に向けての目

標などを挙げられていたので、概ね主体的に取り組む機会を提供できたといえる。 

海外研修の活動は多様な人たちとの関わっていて、コミュニケーションスキル（礼儀

やマナーも含める）も身に付けていけるいい機会なので、その点も今後の受入で生か

していきたい。 

  

・ＮＰＯ法人 ezorock 

プログラム実施日の受け入れだけではなく、事前準備や事前研修、事後の振り返りも

行うなど研修プログラムにＰＤＣＡサイクルを取り入れ、参加者にとって学びが深ま

るようにしている。また、様々な個々の興味関心や関わり具合などのニーズに応える

ために、個別にカウンセリングを行い。責任ある役割を与えるようにして、主体性を

育む機会を設けている。参加した大学生に、外での安全で面白い遊び方や子供との接

し方、子どもの遊びが活発になるような声かけなどの学ぶ機会を提供できたと言える。

この活動は、道南地域の方々や大学や社会人のボランティアさんたちが関わって成り

立っている活動であり、その人たちとの関わりの中で、コミュニケーションスキル（礼

儀やマナーも含める）も身に付けていけるいい機会なので、その点も今後の受入で生

かしていきたい。 

 

■助成事業の活動内容 

・ＮＰＯ法人ねおす インターシッププログラム「ここいく」 

「ここいく」は、円山動物園と円山公園をフィールドにした小学生の放課後自然体験活動

プログラムです。毎週火曜日と木曜日に学校帰りの子ども達 10名程度が集まり、15時～18

時の間で、季節に応じた活動を行っています。当インターンシッププログラムでは、ねお

すスタッフと共に「ここいく」活動の現場運営に携わり、長いスパンでプロの現場での実

践を通して自然体験活動プログラム運営の経験を積み、そのノウハウを身につけることが

できます。 
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・ＮＰＯ法人ねおす インターシッププログラム「海外研修」 

2014 年度の海外研修は、中国にて持続可能な社会に向けて取り組む団体や個人を訪問。日

中韓台の NGO による東アジア地球市民村というフォーラムと雲南省の大理にてケーススタ

ディツアーに参加します当インターンシッププログラムでは、ねおすスタッフと共に中国

にて持続可能な社会に向けて取り組む団体や個人との交流や活動現場訪問をし、環境分野

の見聞を広め、東アジアとのネットワークづくり等を目的としております。 

 

  ・ＮＰＯ法人 ezorock インターンシッププログラム 

「ふくしまキッズ 北海道プログラム大沼コース」 

「ふくしまキッズ 北海道プログラム大沼コース」は、2011年に発生した福島第一原発事

故の影響により、外での遊びや活動に不安や制限のある福島県在住の小学生～中学生を対

象とした自然体験活動です。ふくしまキッズの活動は全国で行われており、その中の北海

道プログラム大沼コースでの活動に参加しています。活動期間は学校の長期休暇期間に行

われ、今回は冬の活動を行いました。活動場所は北海道七飯町大沼ふるさとの森自然学校

を中心とし、江差町や八雲町などの道南地域で行われています。2014年冬と 2015年春の活

動では子どもがともに 37名参加しました。当インターンシッププログラムでは、福島県在

住の子どもたちの学びと成長の場を作ることを通して、自然体験プログラムの経験やノウ

ハウを身に付けることが出来ます。 


